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少人数指導・ＴＴ 
 
                                    数学科・理科・英語科 
 
Ⅰ 数学科少人数指導 
 
１．はじめに 
本校数学科では、教師主導型ではなく、生徒が主体
となり、説明をしたり、課題を深め、探究したりしや
すい授業を目指し、少人数指導を取り入れている。そ
のため、教師と生徒のコミュニケーションがとりやす
くなり、数学に対する興味・関心が増すという成果を
あげている。特に、思考を要する課題では、生徒のつ
まずきを早く見つけ出して助言を与えたり、課題を早
く終えた生徒にはさらに深く課題を掘り下げるような
視点を与えたりと、習熟度が異なる生徒の対応にも効
果をあげている。また、生徒１人１人のつまずきを早
く見つけ、的確な指導や助言を与えることで生徒の苦
手分野の解消にも効果的である。 
小グループによる指導形態の授業では、全てのグル
ープの意見や考え方を取り上げることができ、全員が
参加できる。生徒の考え方を共有することで課題をさ
らに深め、生徒の意見や考え方から新たな授業が展開
されることも少なくない。 
 
２．少人数指導の実際 
本校数学科では、少人数指導を２・３学年で展開し
ている。学習集団は、２つの学級の生徒を３つの集団
（ＡＢ組、ＣＤ組を３つの集団）に分け、１集団が２
５名程度になるようにしている。第３学年については、
クラス替えがないこともあり、第２学年のときの集団
を引き継ぐ形をとっている。 
学習集団の編成については、単に知識や技能の定着
のみをねらいとしておらず、授業で多様な意見や考え
方を出しやすく、１つの課題を多面的な見方ができる
よう、習熟度別ではなく、等質の集団になるように分
けている。 
授業形態については、場面により、一斉授業やグル
ープ別学習など、指導者の工夫により取り入れている。
特に、１クラス（38 人）での授業で小グループ活動を
取り入れる場面より、少人数での授業で小グループ活
動を取り入れた方が、グループの活動状況を把握しや
すく、それぞれのグループで思考したことの発表の時
間を確保することで多様な考え方に触れることができ
る。そのことは、表現力の育成や数学的な見方や考え
方の育成にも効果をあげている。 
また、本校数学科で実施している学習記録票につい
ても、生徒の書いた授業の振り返りや、疑問点に対し
て、教師は個々の生徒に細かくコメントをしやすい。 
また、個に応じた指導場面として、例えば２年生の
図形領域で証明を記述する場面などがある。この単元
では、見方や考え方を中心の授業にすることはもちろ
んであるが、技能面に焦点化して個別に証明を添削す
る時間が必要になる。その際、１人の教師が 38 人を添
削することは難しいが、25 人だからこそ、細かく添削
をすることができた（写真１）。 
 
 
写真１ 個別指導の様子 
 
３．今後の課題 
少人数指導を実施することで担当授業数が多くな
り、非常勤講師が２～４人必要となっているが、毎年
確保が困難になっている。４月から夏休み前までティ
ーム・ティーチング（以下、ＴＴ）を展開することで、
非常勤講師が通年で担当する集団は無くなったが、授
業内容によってはＴＴを効率的に導入していきたい。 
少人数指導をすることは、多様な指導法で指導でき
る利点はあるが、指導者同士が授業の進度、評価の仕
方、扱う題材について細かく話し合い、共通理解をし
ていかなければならない。この点については、教科研
究室の特性を生かし、意図的に教科部会を開くことで、
考えに相違がないようにしていきたい。 
授業については、同じ学年で必ず３つの授業が展開
されているので、その利点を生かした授業形態を模索
していく必要がある。ＴＴの授業を効率的に導入した
り、関数分野と図形分野で教師が交代したりするなど、
生徒にとってよりよい授業形態は何か研究し、取り入
れる必要がある。今後も、この少人数指導を行うメリ
ットを生かせる授業を展開できるように、研究や実践
を積んでいきたい。 
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Ⅱ 理科ＴＴ 
 
１．はじめに 
 近年、「中１ギャップ」といわれるように中学校入
学に伴う学習環境の変化により、授業についていけな
くなることが課題となっている。理科の授業における
「中１ギャップ」の原因には、①定性的な学習から定
量的な学習、②作業的な学習から思考的な学習、③ス
キルが求められる実験への学びの変化に適応できない
ことなどが考えられ、本校理科においては対応策の一
つとしてＴＴを取り入れている。 
また、昨年度の課題として、非常勤講師の時数削減
により、ＴＴが実施できる授業とできない授業がある
状況が挙げられた。 
このような状況をふまえ、本校理科のＴＴでは、昨
年度は１年生及び２年生の物理・化学分野で各クラス
週に一回ほど取り入れていたが、今年度は１年生の物
理・化学分野の授業のみに絞る代わりに全ての授業で
取り入れることにした。これにより、基礎となる実験
技能、安全面への配慮を中学１年生のうちにしっかり
と定着させることができると考えた。 
 
２．ティームティーチングの実際 
(１) 教師による演示： 
Ｔ１が説明してＴ２が実験器具を示すパターン
や、Ｔ１とＴ２の二人で協力して演示実験をするパ
ターンなど、教師が二人いることで演示できる内容
の幅が広がる。 
 
(２) 教師が説明をしている時： 
Ｔ１が全体に説明し、Ｔ２は説明を理解できてい
ない生徒がいないか観察し必要に応じて支援する。
(写真１) 
 
写真１ 
 
 (３) 班ごとに実験を行っている時： 
Ｔ１とＴ２で全体を机間巡視することで、疑問が
生じたり質問したいことがあったりする生徒はすぐ
に教師に相談できる。当然、その疑問や質問が他の
生徒にも生じるものであると教師が判断すれば全体
で共有する。(写真２) 
 
写真２ 
 
(４) 安全面で注意の必要な実験： 
例えば、火を使うような実験ではＴ１とＴ２で支
援する班を決めて机間巡視する。これにより、教師
１人当たりが見る生徒の人数が少なくなり、よりき
め細かく支援することができる。また、Ｔ１とＴ２
の立ち位置が教室の対角になるようにすると教師の
死角を少なくすることができるので、生徒の実験操
作の誤りなどにいち早く気付き危険を回避できる。 
 
３．成果と課題 
(１) 成果 
① 中学校で初めて使う実験器具を扱う際に、口頭で
の説明や演示での説明には限界があり、実験操作を
行っている生徒に修正点を直接指導するのが最も効
果的である。ＴＴにより、直接指導する機会を多く
することができ、生徒の実験技能の向上を図ること
ができた。また、実験技能のパフォーマンステスト
を行う際には、教師が二人同時にテストを行うこと
ができるので効率よくパフォーマンステストを進め
ることができた。 
② 実験の予想や考察など、生徒が思考する場面でき
め細かく支援することができた。 
③ 実験の準備や後片付けを二人の教師で行うこと
ができる。そのため、授業時間内で生徒に行わせる
準備や片付けを最低限にでき、生徒の活動する時間
をより多く確保することができた。 
 
(２) 今後の課題 
非常勤講師は授業時間のみの出勤である。そのため、
事前に授業での動きを十分に打ち合わせることができ
ず、ＴＴの良さを生かしきれなかった授業もあった。
非常勤講師と常勤職員間の連携を密に行い、先を見通
した授業準備を心掛けることが、ＴＴにおいてはより
必要となることが課題として挙げられる。 
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Ⅲ 英語科ＴＴ 
 
１ はじめに 
 これまでの学習指導要領において、「聞くこと」、「話す
こと」、「読むこと」、「書くこと」の４技能ごとに示されて
いた「目標」が、新たに４技能５領域で示された。これは、
「話すこと」が「話すこと［やりとり］」と「話すこと［発
表］」の２つに分かれたためである。他者とのコミュニケ
ーションに焦点を当てて指導することが今まで以上に重
視される中、個に応じた指導の機会を増やし、コミュニケ
ーション活動の場をできるだけ多く設定するために、３年
生の授業でＴＴ（ティーム・ティーチング）を実施した。 
 
２ 少人数指導とティーム・ティーチング 
 本校英語科では、平成15年度から10年以上にわたり、
３年生の授業において少人数指導を継続してきた。これま
での実践から、少人数指導には次のような利点があること
がわかった。 
＜少人数指導のメリット＞ 
・個々の活動状況が把握し易く、個に応じたきめ細かな
指導が可能になる。 
・人数が少ないことで生徒一人あたりの活動時間や発表
時間を多く確保することができ、自己表現の機会を増
やすことができる。 
・複数の指導者が関わることで、それぞれの持ち味を活
かした指導が可能になり、多様な学習方法で学べる。 
一方で、少人数指導には次のような課題も見受けられた。 
＜少人数指導のデメリット＞ 
・定期テストや小テスト、パフォーマンス課題等におい
て、クラス間で差が生まれないように評価基準等につ
いて担当同士で事前に細かく打ち合わせる必要がある。 
・担当者の組み合わせが学級によって異なるため、授業
の進度や評価方法を合わせることが難しい。 
・半年間で担当者を入れ替えていたため、短期間で担当
クラスが変わってしまい、生徒の変容が把握しづらい。 
・同じ学級の生徒が２つの集団に分けられるため、指導
法の違いから不平等感を訴える声もあった。 
こうした点をふまえ、今年度は少人数指導を行わず、実
験的にＴＴを導入することにした。英語科スタッフも大幅
に入れ替わり、担当者間の指導経験の差も大きいことから、
専任がＴ１となり、主に非常勤講師がＴ２となる形での指
導が効果的であると考え、ＴＴを取り入れた。 
 
３ ティーム・ティーチングの実際 
 これまでのように学級を２つの集団に分けることなく、
36～38 人の学習集団に対して教師が２人同時に指導する
形をとった。今年度の担当者は表１のとおりである（左が
Ｔ１、右がＴ２）。 
表１ ＴＴの担当者 
 
 指導計画はＴ１が行い、授業においてもＴ１が前に立っ
て指導をする場面が多かったが、言語材料や単元によって
はＴ２が主となって指導することもあった。半年間で担当
クラスを入れ替えていた従来の少人数指導に比べ、通年で
同一クラスを指導することができたため、２人の教師がと
もに生徒の変容を見取ることができた。指導法や指導内容
にも差が生じることなく、進度や評価も合わせやすかった。
スピーチやスピーキングテストといったパフォーマンス
課題においても、Ｔ１が作成したルーブリックを事前に２
人で共有し、生徒に提示して評価の信頼性を高めた。こう
して、冒頭に述べたコミュニケーション活動の場を従来ど
おり確保しながら、指導と評価の一体化をより一層図るこ
とができた。 
 ＴＴによって最も効果が高かったのが、英作文やスピー
チ原稿の添削指導である。英語を書く技能には、生徒間の
力の差が特に大きいため、２人同時に机間指導をして個に
応じたアドバイスができたのはＴＴのメリットだと考え
る。また，ALT を含めると３人の指導者が同時に指導で
きるため，ペアでのスピーキング活動やアクティビティの
際に時間を有効に使い，生徒の活動を把握することができ
た。しかし、３年生ともなるとある程度の基礎ができてい
るため、こうした机間指導や個への支援は英語学習入門期
においてより効果的であろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 教師２人で英作文の机間指導を行う様子 
 
４ まとめ 
 今年度は、新たにＴＴの形で指導を行い、長期的な視野
で指導計画を立てることができた。今後も非常勤講師の力
を借りながら、どの学年でどの形態を取るべきかを含め、
少人数指導やＴＴのあり方についてさらなる実践研究を
継続していきたい。 
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